

第２章　Appleを変えた製品たち
　Apple社の製品やサービスは世界中で愛され、強固なブランドを築いている。その中でもApple社を世界に轟かせた製品とはどの様なものなのだろうか。
2-1　iPhoneについて
　まず初めに、iPhoneとAndroidの違いについて説明する。iPhoneとAndroidは搭載しているOSが違う。OSとは「Operation System（オペレーティング・システム）」の略称で、スマートフォン全体を制御、管理する最も基本的なソフトウェアのこと。人間で例えるなら脳＝OS、手足＝アプリといったイメージだ。日本で販売されているスマートフォンに搭載されているOSは大きく２つあり、Apple社が提供する「iOS」と、Google社が提供する「Android OS」がある。このそれぞれが搭載されたスマートフォンが、「iPhone」と「Android」と呼ばれているのです。
次はiPhoneの特徴についてだ。AppleはiPhone を発表するにあたり社名からコンピューターを外し、コンピュータメーカーからの脱却を宣言した。それほどAppleは自身の命運をこの製品に託していたのである。iPhoneは機能だけみると、iPod＋携帯電話＋インターネット端末である。現在の携帯電話と比べても変わりないように見えるが、触って初めて普通の携帯電話と違う事がわかる。柔軟性の高いユーザインターフェイスとタッチスクリーンによって、インターネットブラウザからiPod、そして携帯電話のユーザインターフェイスとして使うことができ、ユーザは、大きな努力や深い知識がなくても、さまざまな機能領域から好きなものを選択できる。一目でわかるように作られており、使いこなすための説明は一切必要ない。発売から14年経った今も進化するiPhone。これからの進化が楽しみだ。

2-2　Apple Watchについて

  Apple Watchとは、Appleが開発したスマートウォッチで、iPhoneと連携して電話やメールなどさまざまな機能を使用できる腕時計型のデバイス。現在は、通常モデルのApple watch,「ナイキ」とコラボしたApple Watch ナイキ、「エルメス」とコラボしたApple watch エルメスなど複数展開しておりファッション業界人の愛用者も多いことで知られている。
 Apple Watchを使用するにあたってのメリットはたくさんある。その中で3紹介する。1つ目は、iPhoneを開かなくても通知の確認と返信ができることだ。Apple Watchがあれば、iPhoneに届く通知をApple Watchで表示できるため通知のたびにiPhoneを取り出す必要がなくなり、手元に視線を落とすだけで通知が確認できる。また、Apple Watchにはスタンプや定型文での返信機能があるため手元にiPhoneがなくても簡単なやり取りを行うことができる。２つ目は、電子マネーが使えるとこだ。QUICPay、ID、Suica、PASMOと対応している類こそ少なめだが、多くの店で利用できるブランドばかりだ。改札でも手をかざすだけととても便利だ。3つ目は、健康管理がしやすくなる点だ。Apple Watchには康管理に便利な機能が多く搭載されている。運動した時間や消費カロリーを計測する機能、普段の生活で動いた時間、消費カロリーを計測する機能、血中酸素レベルを計測する機能、睡眠時間や就寝中の心拍数を記録し過去14日と比較する機能の4つがある。このようにApple Watchには、日常生活への利便性や健康管理ができることから一般の時計より長けている点が多いことが分かる。

2-3　MacBookについて

　MacBookとは、Apple社がハードウェアからOSなどのソフトウェアまで開発・販売しているパーソナルコンピューターのこと。Mac BookとWindowsの違いは大きく分けて3つある。1つ目はOSの違いだ。Windowsの場合は「Microsoft」がOSを開発している。パソコン本体はMicrosoft以外にヒューレット・パッカードやパナソニックなど、さまざまなメーカーが製造している。それに比べMac Bookの場合は「Apple」がOSからパソコン本体までを、全て自社で完結しているのが特徴である。2つ目は対応ソフトのっ違いだ。ビジネス用途に開発されているソフトウェアはWindows向けのものが多く、Mac Bookの場合は純正アプリや代替となるソフトでカバーする。Officeのソフトに関してはMac Bookにも純正ソフトがあるうえに、Officeソフトウェア自体もMac Bookに対応しているものがある。また、Windowsで作成した各種Officeファイルの互換性もあり、ExcelファイルやExcelファイルの閲覧はもちろん、PowerPointを使ったプレゼン資料の作成なども行うことが可能。3つ目は製品数の違いだ。Windowsはさまざまなメーカーが開発したパソコンに搭載されているため、デザインやスペックも多種多様。一方で、Mac BookはOSからパソコン本体の開発までApple社が行っており、デザインに統一性があるのが特徴。また、Windowsはリーズナブルなものから高価なものまで、価格のバリエーションが多いのもポイント。このように違いを見てみるとMacBookはWindowsより長けているとはとても言えない。しかしMacBookには製品の数が少なく高価なモノが多いが、高い性能とデザイン性を備えているブランド力がある。
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